
この印刷物は、植物性油インキを使用し、
環境にやさしい水なし印刷方式を採用しています。

編
集

・
発

行
/社

会
福

祉
法

人
 宮

城
県

社
会

福
祉

協
議

会
　

〒
980−0011　

仙
台

市
青

葉
区

上
杉

1-2-3　
TEL 022−225−8476（

代
）　

FAX 022−268−5139
印

刷
/株

式
会

社
ソ

ノ
ベ

　
奇

数
月

15日
発

行
　

U
RL  http://w

w
w

.m
iyagi-sfk.net/

vol.594

福
祉
み
や
ぎ

11
月

15
日
発　 行

平 成
29 年

11月号
2017

vol.594

みやぎの福祉の情報誌

「みんなの海で なかよく」
■ 作者：石巻市立蛇田小学校
６学年 齋藤陽生／５学年 遠藤愛佑　近藤壱賢
坂下梨音／４学年 後藤凪紗　佐々木葵衣 
３学年／近藤健琉／２学年 木村心奏　中村陽葵 
１学年／橋本莉旺
１０名の子どもたちがそれぞれ気に入った木の葉で魚の版を
作り、魚たちがなかよく泳ぐ海の様子を表現しました。布や野
菜なども使って、楽しい作品になりました。

CONTENTS
（主な内容）

特集 里親制度ってなんだろう
～あなたも里親になりませんか～

「ねんりんピック秋田2017！」
Heart＆Works

ひと・まち・こころ

ちいきをつ・な・ぐP2

復興宮城のいまP10

市町村社協のここがイチオシ！P9

みやぎいきいきシニアだより
相談Q＆A

P11

県社協掲示板P12

P4

P6

キラリ☆仕事人P7

P8

「福祉みやぎ」は宮城県社協のホームページでもご覧になれます。また、ご意見、ご感想、とりあげて欲しいテーマなどをお寄せください。表紙の作品も募集しています。

下記の方々から、本会に寄附金をいただきました。温かい真心に感謝
申し上げます。(平成29年10月5日現在)

平成29年8月8日	 株式会社ブリッジさまより
社会福祉事業のために	………………………………………… 63,513円
平成29年9月6日	 株式会社ブリッジさまより
社会福祉事業のために	………………………………………… 69,946円
平成29年10月5日	 株式会社ブリッジさまより
社会福祉事業のために	………………………………………… 65,447円
	お詫びと訂正
平成29年9月15日発刊の広報誌「福祉みやぎ」9月号の記事「県社協掲示
板」において、（株）ブリッジ様から頂戴した金額に誤りがございました。
　誤）平成29年6月7日　56,660円、平成29年7月6日　70,546円
　正）平成29年6月7日　61,353円、平成29年7月6日　70,540円
以上のように訂正し、謹んでお詫び申し上げます。

県 社 協 掲 示 板 I n f o r m a t i o n

温かい真心をありがとうございます

生きがいと健康づくりのための必要な知識を身につける楽しい学びの場です。

対　　象　県内居住のおおむね６０歳以上の方
場　　所　①仙南校　②大崎校　③石巻校　④気仙沼・本吉校　⑤登米・栗原校
　　　　　※通学可能であれば，どちらの学校に申込んでも結構です。
募集人員　各校４０人
学 習 日　年間２２日（２学年制）
入学金・受講料等　入学金：５，０００円　　受講料：２０，０００円（年間）

※上記のフロー図は、訓練生を新たに雇い入れる場合の例です。

　求職者の職業能力を証明するA4判の大き
さの3種類のシート（①キャリア・プランシー
ト、②職務経歴シート、③職業能力証明シート）
です。履歴書などにはない求職者に関する詳
細な情報が記載されているので、短時間の採
用面接では分からない求職者の職業能力やレ
ベルなどを客観的に判断できます。

ジョブ・カードを活用したOff-JT（座学等）と
OJT（実習）を効果的に組み合わせた3カ月以
上6カ月以内の職業訓練。有能な人材を育成
したい企業と正社員の経験が少ない求職者と
のマッチングを促進する国の制度です。訓練
を実施する企業では、訓練期間を通じて訓練
生の適性や職業能力などを判断したうえ、正
社員として継続雇用できることから、採用時の
ミスマッチや早期離職のリスクを軽減できま
す。加えて、一定の要件を満たしている場合
は、訓練の終了後に国からキャリアアップ助成
金（人材育成コース）が支給されるので、訓練
の実施に要するコスト負担を軽減できます。

宮城県地域ジョブ・カードセンター
〒980-8414 仙台市青葉区本町2-16-12　仙台商工会議所内
TEL:022-212-4777　FAX:022-211-0720
宮城県地域ジョブ・カードサポートセンター
〒988-0084 気仙沼市八日町二丁目1-11　気仙沼商工会議所2階
TEL:0226-24-4961　FAX:0226-24-4962

全国各地の地域ジョブ・カード（サポート）センターでは、ジョブ・カードを活用
した有期実習型訓練を実施する企業を支援しています。
下記の商工会議所のホームページでは、有期実習型訓練の企業での活用事
例を文字情報と動画で紹介しています。

　本会では、宮城県内の福祉団体から要
望を取りまとめ、平成29年9月12日に国
及び宮城県に対する要望書を、宮城県知
事あてに提出しました。
　要望事項については、回答が届き次第、
ホームページなどで報告します。

平成２９年度福祉施策に対する
要望書を提出しました

募集期間　平成２９年１２月1日（金）から平成３０年２月２８日（水）まで
申 込 書　各市町村の福祉担当課，生涯学習担当課，社会福祉協議会，および本会ホームページからも入手できます。
【申し込み・お問い合わせはこちら】
宮城県社会福祉協議会　いきがい健康課
電話　０２２（２２５）８４７７ 宮城県社会福祉協議会

宮城いきいき学園　平成３０年４月入学生募集！



「福祉みやぎ」は、全ページの下部隅に「ＳＰコード」を入れています。これを専用の読み取り装置「スピーチオ」に通すと、
紙面に印刷された活字の情報を音声で聞くことができます。高齢者や視覚障害者の方の情報手段として有効です。

養
育
里
親

家
庭
で
の
養
育
が
困
難
に
な
っ

た
子
ど
も
を
家
庭
に
迎
え
入
れ

て
育
て
る
里
親

専
門
里
親

虐
待
や
非
行
、
障
害
な
ど
の
理

由
に
よ
り
養
育
に
課
題
の
あ
る

子
ど
も
を
育
て
る
里
親
。
専
門

的
な
研
修
受
講
な
ど
一
定
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。

養
子
縁
組

里
親

養
子
縁
組
を
前
提
と
し
た
里
親

親
族
里
親

実
親
の
死
亡
や
行
方
不
明
な
ど

で
養
育
で
き
な
い
場
合
、
3
親

等
以
内
の
親
族
が
そ
の
子
ど
も

に
限
っ
て
育
て
る
里
親

里
親
に
な
る
た
め
の
手
続
き
は
次
の
と

お
り
で
す
。

1
．
相
談
・
申
請
　

お
住
い
の
住
居
地
を
管
轄
す
る
児
童
相
談

所
に
相
談
の
上
、登
録
申
請
を
行
い
ま
す
。

2
．
研
修
受
講
と
調
査

里
親
登
録
に
必
要
な
基
礎
研
修
と
登
録

前
研
修
を
受
講
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、

児
童
相
談
所
の
児
童
福
祉
司
、
里
親
担

当
が
訪
問
し
家
庭
調
査
を
行
い
ま
す
。

3
．
審
査
と
里
親
認
定
・
登
録

社
会
福
祉
審
議
会
で
の
審
議
を
経
て
、

知
事
が
里
親
認
定
の
決
定
を
行
い
、
里

親
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

4
．
委
託

子
ど
も
の
状
況
や
里
親
の
意
向
な
ど
を

考
慮
し
、
子
ど
も
に
と
っ
て
最
適
と
思

わ
れ
る
里
親
に
面
接
、
外
泊
な
ど
を
経

て
委
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

里
親
制
度
が
進
展
し
な
い
理
由
の
一
つ

は
、
一
般
市
民
の
方
た
ち
に
よ
く
知
ら
れ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
里

親
制
度
が
養
子
縁
組
の
た
め
の
制
度
で
あ

る
と
の
誤
解
は
広
く
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
制
度
の
普
及
・
啓
発
を
進
め
、
里

親
制
度
が
“
子
ど
も
の
家
庭
で
の
育
ち
を

保
障
す
る
た
め
の
制
度
”
で
あ
る
こ
と
の

理
解
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同
様

に
、
地
域
社
会
で
里
親
家
庭
へ
の
理
解
が

深
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
子
ど

も
は
多
く
の
場
合
、
里
親
家
庭
に
委
託
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
転
校
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
新
し
い
地
、
新
し
い
学
校
で
の
生

活
は
当
然
、
子
ど
も
に
と
っ
て
負
担
を
伴

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
が
多
く
の

時
間
を
過
ご
す
学
校
や
ご
近
所
の
理
解
は
、

子
ど
も
が
安
心
・
安
定
し
た
生
活
を
送
る

た
め
に
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
家
族
の
形

態
が
多
様
化
す
る
現
在
に
お
い
て
、
一
つ

の
家
族
の
形
と
し
て
里
親
家
庭
が
地
域
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

も
う
一
つ
の
大
き
な
課
題
は
、
里
親
支

援
の
問
題
で
す
。
被
虐
待
経
験
、
障
が
い
、

思
春
期
年
齢
の
子
ど
も
の
委
託
な
ど
、
子

ど
も
の
背
景
に
あ
る
課
題
は
、
複
雑
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
、
里
親
に
対
し

て
ま
ず
第
一
の
支
援
者
で
あ
る
児
童
相
談

所
は
、
虐
待
対
応
の
増
加
な
ど
日
常
業
務

の
多
さ
、
忙
し
さ
の
中
、
里
親
支
援
に
十

分
な
時
間
を
と
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
担
当
者
の
定
期
的
な
交
代
と
い
う

避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。

上
記
の
課
題
軽
減
の
た
め
、
宮
城
県
で

は
、
県
独
自
の
補
助
事
業
と
し
て
、
平
成

29
年
1
月
よ
り
里
親
等
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
を
始
め
る
こ
と
と
な
り
、
宮
城
県
な
ご

み
の
会
と
社
会
福
祉
法
人
仙
台
キ
リ
ス
ト

教
育
児
院
が
共
同
で
受
託
し
、「
み
や
ぎ
里

親
支
援
セ
ン
タ
ー
け
や
き
」
と
し
て
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。

里
親
制
度
の
普
及
啓
発
・
里
親
支
援
強

化
・
里
親
委
託
推
進
・
震
災
に
よ
る
親
族

里
親
支
援
を
事
業
の
4
つ
の
柱
に
据
え
て

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
里
親
の

開
拓
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
委
託
、
委
託

後
の
支
援
、
そ
し
て
子
ど
も
の
自
立
支
援

ま
で
一
貫
し
た
顔
の
変
わ
ら
な
い
支
援
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
里
親
家
庭
で
生
活
す

る
子
ど
も
が
幸
せ
な
大
人
と
な
る
た
め
の

応
援
、
そ
し
て
里
親
自
身
が
「
里
親
を
や

っ
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
な
里
親

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
里
親
子
に
対
す
る

支
援
を
行
い
ま
す
。

県
内
各
地
で
里
親
制
度
説
明
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
里
親
制
度
を
身
近
な
こ
と

と
し
て
感
じ
て
い
た
だ
い
て
、
ご
参
加
願

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
地
域
に
あ
る
里
親

家
庭
を
ぜ
ひ
応
援
く
だ
さ
い
。

「
す
べ
て
の
児
童
は
、
家
庭
で
、
正
し
い

愛
情
と
知
識
と
技
術
を
も
っ
て
育
て
ら
れ
、

家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
児
童
に
は
、
こ
れ
に

か
わ
る
環
境
が
与
え
ら
れ
る
」。
こ
れ
は
昭

和
26
年
に
制
定
さ
れ
た
児
童
憲
章
の
言
葉

で
す
。
子
ど
も
は
、
親
の
温
か
い
愛
情
の

も
と
、
家
庭
と
い
う
子
ど
も
に
と
っ
て
当

た
り
前
の
生
活
の
場
で
育
っ
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。平

成
29
年
8
月
17
日
、
厚
生
労
働
省
は

平
成
28
年
度
の
児
童
相
談
所
へ
の
児
童
虐

待
通
告
件
数
の
速
報
値
を
公
表
し
ま
し
た
。

そ
の
数
は
、
1
2
2
，5
7
8
件
。
前
年
度

と
比
較
し
て
1
8
，7
%
の
増
加
率
と
な
っ

て
お
り
、
少
子
化
に
も
関
わ
ら
ず
毎
年
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
特
徴
は
、
D
V
に
よ
る

警
察
か
ら
の
通
報
の
増
加
。
子
ど
も
の
目

の
前
で
父
親
が
母
親
に
対
し
暴
力
を
ふ
る

う
も
の
で
あ
り
、
宮
城
県
で
も
同
様
に
面

前
D
V
に
よ
る
通
告
件
数
増
加
の
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
虐
待
や
親
の

病
気
、
貧
困
、
育
児
放
棄
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
に
よ
り
親
と
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
全
国
で

お
よ
そ
4
5
，0
0
0
人
、
宮
城
県
内
で
も

5
0
0
人
を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
が
実
親

と
生
活
で
き
ず
、
里
親
家
庭
と
施
設
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
実
親
の
も
と

で
生
活
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
に
対
し
、
社
会
が
責
任
を
も
っ
て
実
家

庭
に
代
わ
る
適
切
な
養
育
環
境
を
用
意
す

る
こ
と
を
社
会
的
養
護
と
い
い
ま
す
。
第

一
義
的
に
は
、
国
と
都
道
府
県
、
政
令
指

定
都
市
が
そ
の
責
任
を
持
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。

社
会
的
養
護
に
は
、
大
き
く
分
け
て
家

庭
養
護
と
施
設
養
護
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
養

護
に
は
、
里
親
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
、
施

設
養
護
に
は
、
児
童
養
護
施
設
、
乳
児
院
、

児
童
自
立
支
援
施
設
、
児
童
心
理
治
療
施
設

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
、
施
設
養
護

の
割
合
が
た
い
へ
ん
高
く
お
よ
そ
84
％
、
家

庭
養
護
の
割
合
は
お
よ
そ
16
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
国
の
施
策
の
中
で
は
、
今
後
十
数

年
か
け
て
家
庭
養
護
の
割
合
を
お
よ
そ
1

／
3
に
引
き
上
げ
る
と
い
う
目
標
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年（
平
成
28
年
6
月
）

施
行
さ
れ
た
改
正
児
童
福

祉
法
で
は
、
子
ど
も
家
庭

支
援
に
つ
い
て
、（
当
然
の
こ
と
で
す
が
）

ま
ず
は
在
宅
で
の
実
家
庭
支
援
を
第
一
と

す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
子
ど
も
が
家
庭
に

お
い
て
健
や
か
に
養
育
さ
れ
る
よ
う
、
保

護
者
を
支
援
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
こ

と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

が
か
な
わ
な
い
と
き
に
は
、
里
親
と
フ
ァ

ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
へ
の
家
庭
養
護
優
先
の
原

則
が
法
定
化
さ
れ
ま
し
た
。

里
親
制
度
は
、
社
会
的
養
護
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
を
里
親
自
身
の
家
庭
に
迎
え

入
れ
、
愛
情
と
子
ど
も
へ
の
理
解
を
も
っ

て
養
育
す
る
と
い
う
制
度
で
す
。
里
親
に

な
る
に
は
、
特
別
な
資
格
や
条
件
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
社
会
的
養
護
へ
の
知
識
と
理

解
、
子
ど
も
へ
の
養
育
の
ス
キ
ル
が
必
要

と
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
何
よ
り
里
親
制
度

が
子
ど
も
の
た
め
の
制
度
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
し
っ
か
り
心
に
留
め
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

里
親
に
は
、
養
育
里
親
、
専
門
里
親
、

養
子
縁
組
里
親
、
親
族
里
親
の
四
つ
の
種

類
が
あ
り
ま
す
。

里
親
制
度
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

～
あ
な
た
も
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
～

特  

集

宮
城
県
な
ご
み
の
会
（
里
親
）
会
長　
卜	

蔵	

康	

行

里
親
制
度
の
概
要

社
会
的
養
護
と
は

里
親
に
な
る
た
め
の
手
続
き

里
親
制
度
の
課
題

み
や
ぎ
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー

け
や
き

お
わ
り
に

みやぎ里親支援センター
けやき
住所／仙台市青葉区
　　　東照宮1-13-34
電話／022-718-1031
FAX ／022-343-8144
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お
伺
い
す
る
と
、「
好
き
だ
か
ら
、
続

け
て
き
た
だ
け
」
と
お
答
え
に
な
る
方

が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。し
か
し
、

選
手
の
方
々
は
、
競
技
を
続
け
て
き
た

こ
と
で
健
康
を
維
持
し
て
き
た
だ
け
で

な
く
、
何
よ
り
全
国
の
方
々
と
「
つ
な

が
り
あ
え
る
」
喜
び
を
知
っ
て
い
る
の

で
す
。

秋
田
県
内
各
地
で
、
25
種
目
に
参
加

し
た
宮
城
県
選
手
団
。
種
目
ご
と
の
チ

ー
ム
内
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
種
目
が

違
っ
て
も
顔
見
知
り
が
い
る
。
選
手
同

士
が
和
気
あ
い
あ
い
で
、
団
結
力
は
全

国
１
位
で
す
。
選
手
が
果
敢
に
挑
ん
だ

秋
田
県
で
の
４
日
間
は
、
大
変
素
晴
ら

し
い
時
間
で
し
た
。

来
年
で
31
回
目
を
迎
え
る
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
は
、
富
山
県
を
舞
台
に
11
月
に

開
催
予
定
で
す
。

来
年
も
、
宮
城
県
選
手
団
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
!

今
年
の
宮
城
は
冷
夏
で
し
た
が
、
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
大
会
に
挑
ん
だ
選

手
の
活
躍
は
、
本
来
の
夏
を
呼
び
戻
す

く
ら
い
熱
く
、躍
動
的
な
も
の
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
に
全
力
で
挑
ん
だ
各

選
手
は
、
晴
れ
の
舞
台
で
は
つ
ら
つ
と

プ
レ
ー
し
、
私
た
ち
関
係
者
だ
け
で
な

く
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
方
々
に
も
大

き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

ん
な
選
手
の
方
々
を
応
援
し
よ
う
と
競

技
会
場
を
回
っ
て
感
じ
た
こ
と
は
「
仲

間
と
の
つ
な
が
り
」
の
強
さ
で
し
た
。

試
合
の
際
に
は
、勝
利
を
目
指
し
て「
頑

張
れ
、
頑
張
れ
」。
味
方
選
手
同
士
で

支
え
合
い
、
気
持
ち
よ
く
競
技
に
挑
め

る
よ
う
、
選
手
同
士
、
笑
顔
で
送
り
出

し
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
普
段
か
ら
の
努

力
も
含
め
て
「
互
い
に
認
め
合
う
」
仲

間
と
の
強
い
絆
を
感
じ
ま
し
た
。
試
合

の
後
に
は
勝
っ
て
も
負
け
て
も
「
頑
張

っ
た
ね
、
良
か
っ
た
よ
」
と
相
手
選
手

を
労
い
、
勝
敗
に
関
係
な
く
、
お
互
い

笑
顔
で
称
え
合
っ
て
い
ま
し
た
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
選
手
の
方
々
に
、

長
年
努
力
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て

宮
城
県
チ
ー
ム

は
複
数
の
種
目
に

お
い
て
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
（
女
子
3
キ
ロ
の
部
）
優

勝
、サ
ッ
カ
ー
（
F
ブ
ロ
ッ
ク
）
優
勝
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
男
性
の
部
）
優

秀
賞
、
弓
道
3
位
と
輝
か
し
い
成
績
を

残
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
選
手
か
ら
は

「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
!
ま
た
参
加
し

た
い
」「
優
勝
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き

て
感
無
量
で
す
!
」
と
話
し
、
充
実

し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
日
々
の
練
習
で
鍛
え

上
げ
ら
れ
た
肉
体
と
頭
脳
を
武
器
に

白
熱
し
た
競
技
を
繰
り
広
げ
多
数
の

上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
更
に
、

競
技
を
終
え
る
と
対
戦
相
手
と
積
極

的
に
労
を
ね
ぎ
ら
い
な
が
ら
絆
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

秋
田
県
内
の
名
所
を
巡
り
歴
史
と

浪
漫
を
堪
能
し
た
選
手
も
大
勢
い
ま

し
た
。
大
会
期
間
中
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
非
常
に
有
意
義
な
交
流
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

開
会
式
待
機
場
の
補
助
陸
上
競
技

場
に
は
、
元
気
は
つ
ら
つ
な
子
ど
も

た
ち
が
「
宮
城
県
、
ベ
ス
ト
を
つ
く

せ
!
」
の
応
援
横
断
幕
を
掲
げ
て
お

出
迎
え
し
て
く
れ
ま
し
た
。

出
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
秋
田
市

の
河
辺
小
学
校
5
年
生
の
児
童
7
人

で
す
。

事
前
に
宮
城
県
の
自
然
や
文
化
・

歴
史
を
学
び
、
孫
世
代
か
ら
の
応
援

と
あ
っ
て
選
手
た
ち
は
大
変
励
み
に

な
り
ま
し
た
。
お
礼
と
し
て
、
選
手

た
ち
か
ら
児
童
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手

渡
し
ま
し
た
。

宮
城
県
選
手
団
は
総
勢
1
9
2
人

（
役
員
7
人
含
む
）。
総
合
開
会
式
及

び
卓
球
・
テ
ニ
ス
・
剣
道
・
将
棋
な

ど
25
種
目
の
競
技
に
参
加
す
る
た
め
、

9
月
8
日
に
仙
台
駅
か
ら
秋
田
に
向

け
出
発
し
ま
し
た
。
出
発
当
日
は
快

晴
で
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
予
定

ど
お
り
秋
田
に
到
着
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

『ねんりんピック秋田2017』大会レポート
シニア世代の健康と福祉の祭典

「
秋
田
か
ら
つ
な
が
れ
!
つ
ら
な

れ
!
長
寿
の
輪
」
を
テ
ー
マ
に
、
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
・
健
康
・
福
祉
の
総

合
的
な
祭
典
「
第
30
回
全
国
健
康
福

祉
祭
あ
き
た
大
会
」（
愛
称
：
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
秋
田
2
0
1
7
）
が
、
平

成
29
年
9
月
9
日
か
ら
12
日
ま
で
の

4
日
間
に
わ
た
り
、
秋
田
県
13
市
3

町
1
村
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
一
万
人
近
い
選
手
が
集

ま
り
、
宮
城
県
か
ら
は
強
豪
揃
い
の

1
8
5
人
が
25
種
目
の
競
技
に
参
加

し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
世
代
や
地
域
を
超
え

て
交
流
の
絆
を
広
げ
た
大
会
の
様
子

を
紹
介
し
ま
す
。

笑
顔
、絆
、健
康
長
寿
、ま
ご
こ
ろ
、

夢
ふ
く
ら
む
秋
田
へ

か
わ
い
い
応
援
団
!

〜
ま
ご
こ
ろ
キ
ッ
ズ
〜

宮
城
県
チ
ー
ム

上
位
入
賞
続
出

宮
城
県
選
手
団
役
員
の
応
援
記

〜
「
支
え
合
い
」、「
称
え
合
い
」、
果
敢

に
挑
ん
だ
秋
田
県
で
の
4
日
間
〜

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
富
山

2
0
1
8
!

ハートアンドワークス

お問合せお問合せ
社会福祉法人宮城県社会福祉協議会 TEL022－225-8476
三井住友海上火災保険株式会社 TEL022－221-3171
株式会社オンワード･マエノ TEL022－762-9915

宮城県内の福祉施設・介護事業者向けの総合補償制度

宮城県地域福祉総合補償制度をご利用下さい
ポイント1
社会福祉協議会の会員
である社会福祉施設、介
護サービス事業者が加
入できます。

ポイント2
地元宮城県で加入手続き・事
故対応・その他アフターフォロ
ーを行いますので安心です。

ポイント3
団体制度のため、有利な
団体割引が適用されてお
ります。（一部適用外）

※この制度の各補償は宮城県社会福祉協議会が保険会社と締結した保険約款により行います。

ご不明の点は
お問合せくだ
さい！ ▲	かわいい応援に笑顔がこぼれます

▲	マラソン

▲	ダンススポーツ▲	太極拳

▲	ラグビーフットボール
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現
在
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

福
祉
用
具
の
レ
ン
タ
ル
を
し
て
い
ま
す
。
福

祉
用
具
と
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
自
立
に
役

立
ち
、
介
護
す
る
方
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
用
具
で
、
車
椅
子
や
介
護
用
ベ
ッ
ド
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

福
祉
用
具
の
レ
ン
タ
ル
を
す
る
際
は
、
ま
ず

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
依
頼
を
い
た
だ
く

こ
と
が
多
い
で
す
。
例
え
ば
、
お
客
様
が
病
院

か
ら
退
院
さ
れ
家
に
戻
る
と
き
な
ど
に
連
絡
を

受
け
、
身
体
状
況
（
体
形
や
病
状
、
ご
自
宅
の

間
取
り
な
ど
）
を
聞
き
と
り
、
そ
の
方
に
合
う

福
祉
用
具
を
何
種
類
か
選
ん
で
ご
自
宅
ま
で
お

持
ち
し
ま
す
。
福
祉
用
具
の
選
定
は
、
お
客
様

に
ぴ
っ
た
り
と
合
う
ま
で
何
度
も
行

い
ま
す
。一
人
ひ
と
り
体
形
や
病
状・

悩
み
な
ど
異
な
る
た
め
、
福
祉
用
具

の
選
定
に
は
専
門
職
と
し
て
納
得
が

い
く
ま
で
関
わ
り
、
そ
の
方
に
合
う

も
の
を
見
つ
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
レ
ン
タ
ル
後
も
３
カ
月

に
１
度
は
福
祉
用
具
の
点
検
や
、
お

客
様
の
身
体
状
況
の
変
化
を
確
認
し

て
い
ま
す
。
ご
本
人
や
ご
家
族
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
他
の
専
門
職
の

方
と
も
相
談
し
、
体
に
合
わ
な
く
な

っ
た
用
具
は
新
し
く
合
う
も
の
と
取

り
替
え
、
不
要
に
な
っ
た
も
の
は
撤

去
し
ま
す
。
刻
々
と
変
わ
る
お
客
様

の
状
態
や
、
住
環
境
な
ど
に
合
わ
せ

て
そ
の
時
に
１
番
合
う
福
祉
用
具
を

探
し
ま
す
。

仕
事
を
さ
れ
る
上
で
配
慮
し
て
い
る
点
は

ど
こ
で
す
か

福
祉
用
具
は
使
い
方
を
間
違
え
る
と
怪
我

や
事
故
に
繋
が
り
ま
す
。
最
近
は
介
護
を
す

る
側
の
方
も
高
齢
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
使

用
時
の
説
明
な
ど
は
丁
寧
に
行
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
客
様
が
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

病
気
の
進
行
速
度
、
ど
の
よ
う
に
身
体
機
能

が
衰
え
て
い
く
か
な
ど
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
し
、

介
護
保
険
制
度
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く

の
で
福
祉
用
具
以
外
の
勉
強
も
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
社
内
外
の
研
修
も
多
く
あ
り
、
職
員
一

同
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

今
の
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い

学
生
時
代
に
福
祉
関
係
の
本
で
福
祉
用
具

に
つ
い
て
知
り
、
そ
の
可
能
性
を
感
じ
ま
し

た
。
例
え
ば
、
車
椅
子
一
つ
で
、
そ
れ
ま
で

終
日
ベ
ッ
ド
の
上
で
生
活
さ
れ
て
い
た
方
が

外
出
を
し
た
り
、
１
人
で
移
動
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
り
と
、
た
っ
た
一
つ
の
福
祉
用
具

で
そ
の
方
の
生
活
が
広
が
っ
て
い
く
、
世
界

が
変
わ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
興
味
を
持
ち
、

今
の
仕
事
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

や
り
が
い
を
感
じ
る
場
面
を
教
え
て
く
だ
さ
い

や
は
り
、
お
客
様
が
「
あ
り
が
と
う
」
と

嬉
し
そ
う
に
福
祉
用
具
を
使
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
、
１
番
嬉
し
く
や
り
が
い
を
感
じ
る

と
こ
ろ
で
す
。
急
な
依
頼
も
多
く
、
即
日
対

応
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
大
変
な
場
面
も
あ
り

ま
す
が
、
お
客
様
が
福
祉
用
具
を
利
用
さ
れ

る
こ
と
で
、
今
後
の
生
活
が
少
し
で
も
自
立

し
て
快
適
な
毎
日
に
な
る
よ
う
に
と
の
思
い

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

同
じ
仕
事
を
目
指
す
方
へ

一
言
お
願
い
し
ま
す

「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」と
い
う
と
、「
道

具
の
仕
事
」
と
思
わ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
基
礎
に
あ
る
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。
お
客
様
や
他
職
種
の
方
々
と
の
や

り
取
り
に
よ
っ
て
、
そ
の
方
の
状
態
に
１
番

合
っ
た
福
祉
用
具
の
提
案
が
で
き
ま
す
。
い

ろ
ん
な
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ

る
よ
う
、
日
々
の
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
宮
城
県
社
協
取
材
）

ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
た
が
じ
ょ
う
は
、震
災
後
の
生
活
の
中
で
、

社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方

な
ど
、
多
賀
城
に
お
住
ま
い
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
気
軽
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
多
目
的
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
ま

た
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
た
が
じ
ょ
う
の
他
に
、
お
住
ま
い
の
こ
と

や
生
活
で
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
の
相
談
窓
口

と
し
て
、
市
役
所
の
中
に
自
立
相
談
支
援
窓
口
も
あ
り
ま
す
。

多
賀
城
市
か
ら
委
託
を
受
け
て
運
営
を
一
般
社
団
法
人
パ
ー

ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
ま
す
。

ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
た
が
じ
ょ
う
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に

対
し
、
社
会
参
加
活
動
や
ヨ
ガ･

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
、
料
理

教
室
、
サ
ロ
ン
、
災
害
公
営
住
宅
で
の
出
張
イ
ベ
ン
ト
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
と
お
し
て
、
そ
の
人
ら
し
い
豊

か
な
暮
ら
し
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
市
の
自
立
相
談
支
援
窓
口
な
ど
を
と
お
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
方
々
が
多
い
で
す
。
そ
の
中
に
は
家
庭
や
学

校
、
職
場
な
ど
で
つ
ら
い
思
い
を
経
験
し
、
社
会
か
ら
孤
立

し
て
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
な
っ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
ひ
き

こ
も
り
状
態
と
い
う
の
は
「
仕
事
や
学
校
に
行
か
ず
、
か
つ

家
族
以
外
の
人
と
の
交
流
を
ほ
と
ん
ど
せ
ず
に
、
６
か
月
以

上
続
け
て
自
宅
に
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
状
態
」
の
こ
と
を
呼

び
ま
す
。
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
背
景
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
よ
う
な
家
族
も
含
め
自
分
だ
け
で
は
な
か
な
か

解
決
で
き
な
い
状
態
に
な
り
、
生
活
す
る
意
欲
も
失
い
か
け

て
い
る
方
の
日
中
の
居
場
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
４
名
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
、
ま
ず
利
用
者
さ
ん
の
気
持

ち
に
寄
り
添
う
こ
と
を
１
番
大
事
に
し
て
い
ま
す
。「
来
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
か
ら
１
日
が
は
じ
ま
り
、「
ま
た
来

て
ね
」
で
終
わ
る
。
繰
り
返
し
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
ス
タ

ッ
フ
や
他
の
利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
社
会
と

の
つ
な
が
り
の
一
歩
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

皆
さ
ん
が
安
心
で
き
る
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
目
標
に
向
か
う
意
欲
と
勇
気
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
も
、
こ
の
場
所
に
き
て
安
心
す
る
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

興
味
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
雑
談
を
し
た
り
、
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
を
し
て
笑
い
あ
っ
た
り
、
一
見
遠
回
り
の
よ
う
に
思
え
る

こ
と
も
、
利
用
者
さ
ん
に
と
っ
て
心
地
良
さ
を
感
じ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
自
分
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

利
用
者
さ
ん
が
少
し
ず
つ
自
分
の
大
切
さ
に
気
づ
き
は
じ

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
工
夫
し
て
い
ま

す
。
お
茶
の
み
の
サ
ロ
ン
で
は
ゆ
っ
た
り
と
話
し
が
で
き
る

よ
う
に
、
料
理
教
室
で
は
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
楽
し
く
、

パ
ソ
コ
ン
講
座
や
陶
芸
教
室
で
は
黙
々
と
集
中
し
て
、
と
い

っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
週
１
回
の
清
掃
活
動

で
は
地
域
に
出
る
こ
と
、
誰
か
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
個
人

面
談
も
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
と
個
別
に
話

し
合
い
を
す
る
こ
と
で
、
今
の
自
分
の
状
況
を
確
認
し
た
り
、

ス
タ
ッ
フ
か
ら
自
分
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
だ

け
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
さ
ん
に
と
っ
て
自
分
ら
し
さ
を
取
り
戻
す
こ
と
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
た
が
じ
ょ
う

が
元
気
に
な
れ
る
居
場
所
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ

こ
で
元
気
を
取
り
戻
し
て
、
も
う
１
度
社
会
に
出
て
み
よ
う

か
な
、
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
社
会
に
出
た
後
も
い
つ
で
も
遊
び
に

来
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
方
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
々
に
支
援
し
て
い
た
だ
け

る
機
関
も
あ
り
ま
す
。
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
た
が
じ
ょ
う
は
、
少

し
ず
つ
で
も
自
分
が
元
気
に
な
れ
る
居
場
所
と
い
う
こ
と
を

皆
さ
ま
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
社
会

か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
方
の
、
社
会
生
活
へ
復
帰
す
る
足
掛

か
り
と
な
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

<ダスキンヘルスレント>
ダスキンヘルスレントでは、自立に役立ち、介助する方の使いや

すい福祉用具を適切にご提供することで、快適な毎日を応援してい
ます。お申込みからアフターケアまで「安心」と「信頼」のシステ
ムで快適な毎日を応援します。

このコーナーでは福祉の職場で働く
キラリ☆と光る人を紹介します

今号では、
ダスキンヘルスレント

仙台ステーションで福祉用具
専門相談員として働く、
渡辺秀樹さんにお話を

伺いました。

キラリ仕事人

お問い合わせ先
<仙台ステーション>
〒984-0821　仙台市若林区中倉2丁目19－17
電話　022-239-7151

ダスキンフランチャイズチェーン加盟店　三恵商事株式会社

＜トゥインクルたがじょう＞
〒985-0863
宮城県多賀城市東田中2-40-32　多賀城ロジュマンＧ棟１階
電話：022-794-7510 / fax：022-794-7511
e-mail : twinkle@personal-support.org
web：http://www.personal-support.org/

お問い合せ

トゥインクルたがじょう

ひと まち こころ

じぶんを元気にできる
居場所に！

▲	エニアグラムセミナー

▲	地域清掃活動7
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みやぎボランティア総合センターから
ボランティア活動や防災活動、福祉教育など

さまざまな情報を発信しますちいきをつなぐ
市
民
・
行
政
・
企
業
・
N
P
O
・

学
校
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
地
域

生
活
課
題
の
解
決
の
た
め
に
、
関
係

機
関
と
連
携
し
解
決
を
図
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
宮
城
県
内
に

は
、
地
域
社
会
や
N
P
O
な
ど
が
地

域
づ
く
り
活
動
な
ど
を
推
進
す
る
た

め
に
必
要
な
ア
ド
バ
イ
ス
、
き
め
細

や
か
な
情
報
提
供
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
中
間
支

援
組
織
が
12
箇
所
あ
り
、
各
地
域
で

市
民
活
動
・
社
会
貢
献
活
動
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
平
成
21
年
1
月
に
開

設
し
今
年
で
8
年
目
を
迎
え
る
栗
原

市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
、
栗
原
市
の
中
間
支
援

組
織
と
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
か
、
そ
の
機
能
や
取
組
み

を
ご
紹
介
し
ま
す
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
団
体

の
中
に
は
、
打
ち
合
わ
せ
な
ど
を
行

う
場
所
（
会
議
室
）
の
確
保
に
困
っ

て
い
る
団
体
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
栗
原
市
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
に
は
、
こ
れ
ら
団
体
に
低

額
で
貸
す
会
議
室
・
事
務
所
や
栗
原

市
内
・
外
の
団
体
の
活
動
に
つ
い
て

情
報
収
集
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
・
交
流
サ

ロ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と

い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
無
料

で
活
用
で
き
る
「
場
」
も
用
意
し
、

活
動
の
後
押
し
を
し
て
い
ま
す
。
キ

ッ
ズ
ル
ー
ム
は
、
打
ち
合
わ
せ
で
来

館
し
た
子
育
て
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
者
の
方
々
が
活
用
す

る
だ
け
で
な
く
、
な
か
な
か
室
内
で

子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
ス
ペ
ー
ス
が
無

い
と
い
う
子
育
て
世
代
の
方
に
も
喜

ば
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
さ
ま
ざ
ま

な
方
が
気
軽
に
集
え
る
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

館
内
設
備
を
利
用
で
き
る
の
は
、

非
営
利
団
体
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
い
の
で
す
が
、
栗
原
市
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
営
利
団
体

の
方
々
も
ご
利
用
で
き
る
と
の
こ
と
。

門
戸
を
広
げ
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
幅

広
く
場
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
と
の
思
い
が
伝
わ
り

ま
す
。

栗
原
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
N
P
O
法
人
Aア

ズ

マ

ー

レ

z
u
m
a
︲
r
e

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
・
ま

ち
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

今
年
度
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

と
会
議
手
法
を
テ
ー
マ
と
し
た
市
民

活
動
促
進
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
月
1
回
開
催
予
定
の
ま
ち
づ

く
り
カ
フ
ェ
で
は
、
子
ど
も
と
一
緒

に
季
節
の
遊
び
を
楽
し
ん
だ
り
、
地

元
の
あ
っ
!
と
驚
く
よ
う
な
ポ
イ
ン

ト
を
み
ん
な
で
巡
る
ま
ち
歩
き
を
企

画
中
と
の
こ
と
。
地
域
の
中
で
埋
も

れ
て
い
る
、
身
近
に
あ
る
の
に
知
っ

て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
楽
し
み
な
が

ら
繋
が
り
あ
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

主
役
に
な
れ
る
場
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。「

今
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
手
書
き

で
作
成
し
て
い
た
セ
ン
タ
ー
便
り
『
あ

な
た
が
便
り
』
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

よ
り
多
く
の
市
民
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
工
夫
を
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
た
の
は
、
セ
ン
タ
ー
チ

ー
フ
ス
タ
ッ
フ
の
高
橋
さ
ん
。
ま
た
、

近
隣
施
設
が
休
館
日
で
も
利
用
で
き

る
よ
う
、
開
館
日
時
を
変
更
す
る
な

ど
、「
常
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
者
の
目
線
に
立
ち
、
市
民
の
ま
ち

づ
く
り
を
応
援
し
て
い
き
た
い
」
と

い
う
意
気
込
み
も
伺
え
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
、
交
流

し
、
み
ん
な
の
夢
が
育
つ
「
場
」
づ

く
り
に
邁
進
す
る
栗
原
市
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み

ま
せ
ん
か
?　

		（
宮
城
県
社
協
取
材
）

た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り

交
流
す
る「
場
」と
な
る
よ
う
に

み
ん
な
が
主
役
に
な
れ
る

「
場
」
づ
く
り

み
ん
な
の
夢
が
育
つ
場
所
　『
栗
原
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
』

▲キッズルーム
フリースペース（無料）の一つ。来館
者やご近所の方に好評です。

▲ミーティングスペース
フリースペースの他、リーズナブルな料金
で、簡易事務室・会議室などの貸し出し、
印刷室などを利用できるなど、活動のサポ
ートが充実しています。

市町村社協のここがイチオシ!!

近年、ライフスタイルの変化や、価値観の多様化から、地域の人間関係が希薄化してい
ます。そのような中、多様で複雑な問題を抱えている方が多く、住民同士がつながり、支
え合い、ともに解決していく力が求められています。

今号では、地域住民が気軽に集える居場所と、子どもから子育て中の親、高齢者などあ
らゆる世代の交流を目的に「コミュニティカフェ　リアン」を開設した大河原町社会福祉
協議会（以下「大河原町社協」）の取組みを紹介します。

大河原町
社会福祉協議会

居場所をつくり、絆を育む
居場所づくりと世代間交流を目的とした大河原町社会福祉協議会の取組み

誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
場
を

超
高
齢
社
会
の
到
来
や
、
核
家
族
化
の
進

展
に
よ
り
、
大
河
原
町
で
は
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
10
年
前
に
比
べ
る
と
2
倍
弱
増
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

が
希
薄
化
し
、
地
域
か
ら
孤
立
し
て
い
る

方
々
も
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
危
惧
し
た
大
河
原

町
社
協
で
は
「
地
区
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る

月
１
回
程
度
の
集
ま
り
に
は
、
な
か
な
か
行

け
な
い
、
行
き
づ
ら
い
、
と
い
う
人
も
い
る
。

誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
場
所
を
作
ろ
う
」
と

い
う
話
に
な
り
、
今
年
４
月
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
カ
フ
ェ
リ
ア
ン
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
を
対
象
に

場
所
は
大
河
原
町
社
協
の
事
務
所
が
あ
る

大
河
原
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
。
開
催

日
は
社
協
主
催
の
生
活
相
談
が
開
催
さ
れ
る

月
曜
日
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）。

ま
た
、
年
に
４
回
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
し

て
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
７
月
に
開

い
た
子
ど
も
向
け
の
縁
日
で
は
、
５
０
０
名

を
超
え
る
親
子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
中

学
生
や
高
校
生
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
頂
き
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

大
河
原
町
社
協
で
は
、
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
交
流
す
る
機

会
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

住
民
の
身
近
な
場
所
へ

リ
ア
ン
に
は
友
人
と
一
緒
に
話
し
た
り
、

待
ち
合
わ
せ
を
し
た
り
、
話
し
相
手
を
求
め

て
一
人
で
訪
れ
る
方
も
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

気
軽
に
利
用
し
て
い
ま
す
。「
地
区
の
集
ま

り
に
は
顔
を
出
し
た
こ
と
が
な
い
方
、
特
に

男
性
の
一
人
暮
ら
し
の
方
が
以
前
よ
り
も
多

く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
大
河

原
町
社
協
の
水
上	

学
歩
さ
ん
は
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

小
さ
な
遊
具
や
子
ど
も
向
け
の
絵
本
も
置
い

て
あ
り
、
午
後
に
な
る
と
、
子
育
て
中
の
親
子

も
訪
れ
ま
す
。
子
ど
も
が
退
屈
す
る
こ
と
な
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん
な
住
民
に
と
っ

て
身
近
な
場
所
へ
と
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
へ
向
け
て

フ
ラ
ン
ス
語
で
「
絆
」
を
意
味
す
る
リ
ア

ン
。
水
上
さ
ん
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含

め
て
誰
も
が
自
由
に
集
ま
れ
る
場
と
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
絆

を
大
切
に
し
な
が
ら
地
域
の
支
え
合
い
が
深

ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
後
は
外
出
が
苦
手
な
方
、
長

距
離
の
移
動
が
困
難
な
方
で
も
気
軽
に
足
を

運
べ
る
よ
う
、
住
民
が
集
う
こ
と
の
で
き
る

場
を
町
内
に
増
や
し
て
い
く
予
定
と
の
こ

と
。
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
を
作
り
、
支
え

合
い
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
く
大
河
原
町
社

協
の
今
後
の
展
開
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
宮
城
県
社
協
取
材
）

大河原町

大河原町社会福祉協議会

人口／２３,６４０人
　　（平成２９年９月１日現在）
社協職員数／１９人

「ここに住む人がお互いに支え合
い暮らしやすい地域をめざします」
を基本理念に子どもから高齢者ま
で、障がいの有無にかかわらず、人と人とのつながりを大切
にした取組みを展開しています。▲カフェの様子

　和気あいあいとそれぞれの時間を過ごしていま
　す。

〜
宮
城
県
内
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
〜
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の宮城
復興

いま

相談

Q&A
本
会
で
実
施
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
、
皆
様
か
ら
の
ご
質
問
に
お
応
え
し
ま
す

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
運
営
適
正
化
委
員
会

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
運
営
適

正
化
委
員
会
と
は
？

◯
高
齢
者
、
障
害
者
、
児
童
に
関

わ
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
よ
り

苦
情
や
相
談
を
受
付
け
、
事
業

所
や
施
設
と
話
し
合
い
な
が
ら

問
題
の
解
決
を
目
指
す
お
手
伝

い
を
致
し
ま
す
。

◯
こ
の
委
員
会
は
、
法
律
や
医
療
、

社
会
福
祉
の
学
識
を
有
す
る
16

名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
専
門
の

立
場
か
ら
相
談
や
援
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◯
利
用
者
の
権
利
を
ま
も
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
宮
城
県
社
会
福

祉
協
議
会
に
設
置
さ
れ
た
社
会

福
祉
法
に
基
づ
く
第
三
者
機
関

で
す
。

お問い合わせ先／福祉サービスに関する運営適正化委員会
	 電話：022-716-9674　ＦＡＸ：022-716-9298　E-MAIL：kaiketu@miyagi-sfk.net

高
齢
者
、
障
害
者
、
児

童
を
対
象
と
し
た
サ
ー

ビ
ス
で
、
事
業
者
か
ら

施
設
や
在
宅
で
受
け
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。 福

祉
サ
ー
ビ
ス
っ
て

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
？

誰
が
相
談
で
き
る
の
？

電
話
や
手
紙
で
の
受
付

け
や
、
運
営
適
正
化
委

員
会
に
お
越
し
い
た
だ

い
て
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

　
受
付
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
で
す
。
フ
ァ
ッ

ク
ス
や
メ
ー
ル
は
24
時
間

受
付
け
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
方
法
で

相
談
で
き
る
の
？

ＱＱＱ Ａ

い
き
い
き
S
U
N
ク
ラ
ブ
に
は
、
現

在
27
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。
定
番

の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や
絵
手
紙
教
室
、
ボ

ー
リ
ン
グ
を
は
じ
め
、
変
っ
た
と
こ
ろ

で
は
吹
き
矢
に
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
や
遊
墨

ア
ー
ト
と
い
っ
た
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
は
健
康
麻
雀
や
手
品
サ
ー
ク
ル
、
民
謡
、

着
物
着
付
け
、
日
本
舞
踊
や
社
交
ダ
ン
ス
の
サ
ー
ク
ル
も
あ

り
ま
す
。

各
サ
ー
ク
ル
は
月
数
回
例
会
を
開
催
し
、
自
分
の
技
術
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
楽
し
い
時
間
を
仲
間
た
ち
と
過

ご
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
が
一
同
に
会

し
、
年
に
1
度
仙
台
市
青
葉
区
の
福
祉
プ
ラ
ザ

で
文
化
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
作
品
展
示
や

ス
テ
ー
ジ
発
表
を
通
じ
て
、
普
段
あ
ま
り
お
付

き
合
い
の
無
い
会
員
さ
ん
た
ち
が
お
互
い
の
作

品
や
演
技
を
楽
し
み
ま
す
。

ま
た
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や
ボ
ー
リ
ン
グ
の
大

会
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
サ
ー
ク

ル
に
入
っ
て
い
な
く
て
も
S
U
N
ク
ラ
ブ
の

会
員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
が
皆
さ
ん
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
お

気
軽
に
資
料
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

シニアだより
いきいき
み や ぎ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
４
・
チ
ル
ド
レ
ン
（
以
下

「
Ｃ
４
Ｃ
」
と
い
う
。）
は
、
子
ど
も
が
育
つ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
目
指
し
、
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
の
た

め
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
各
国
で
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
本
部
は
大
阪
で
す
が
、
東
日
本
大

震
災
を
契
機
に
地
域
の
福
祉
・
防
災
学
習
の

取
組
み
を
宮
城
県
で
展
開
す
る
た
め
、
平
成

24
年
の
６
月
か
ら
地
域
一
体
で
取
り
組
む
福

祉
・
防
災
学
習
推
進
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

震
災
直
後
、
小
学
生
、
中
高
生
が
避
難
所

や
地
域
の
力
と
し
て
働
い
て
く
れ
る
姿
を
見

た
大
人
た
ち
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
は
大
人
も
子

ど
も
も
一
緒
に
な
っ
た
地
域
づ
く
り
が
大
事
」

と
い
っ
た
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
自
ら
の

命
と
暮
ら
し
を
大
切
に
す
る
人
づ
く
り
、
災

害
時
だ
け
で
な
く
、
普
段
か
ら
気
づ
き
あ
い
・

支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
福
祉
・
防

災
学
習
を
応
援
す
る
た
め
、
Ｃ
４
Ｃ
の
福
祉
・

防
災
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
地
元
の
社

協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
一
緒
に
福
祉
・
防
災
学
習

計
画
づ
く
り
、
学
習
会
の
企
画
協
力
や
合
同

開
催
、
ま
た
講
師
と
し
て
、
幅
広
い
世
代
を
対

象
と
し
た
学
び
に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。

一
例
と
し
て
、
七
ヶ
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
世
代
間
交
流
事
業
で
防
災
を
テ
ー
マ
に
取

り
上
げ
た
年
に
は
、
震
災
時
に
大
変
だ
っ
た
こ

と
や
必
要
と
思
っ
た
も
の
な
ど
、
地
元
の
方
々

か
ら
聞
き
取
り
作
成
し
た
防
災
ク
イ
ズ
を
交

え
た
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
ゲ
ー
ム
感
覚
で
ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら

大
人
と
一
緒
に
防
災
を
考
え
、
震
災
の
経
験
や

地
域
の
こ
と
を
学
ぼ
う
と
い
う
内
容
で
す
。

事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
合
っ
た
福
祉
や
思
い
描
く
地
域
に
つ

い
て
、
地
域
の
方
の
想
い
を
聞
き
、
イ
メ
ー
ジ

を
具
体
に
す
る
こ
と
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の

意
味
で
、
地
域
の
特
性
を
理
解
し
、
社
会
資

源
や
人
材
と
も
数
々
の
パ
イ
プ
を
持
ち
活
動

し
て
い
る
社
協
と
の
連
携
は
、
社
協
と
Ｃ
４
Ｃ

そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
相
乗
効
果
で
、
よ
り

効
果
的
で
継
続
性
の
あ
る
活
動
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
Ｃ
４
Ｃ
で
は
「
生
活
力
を
高

め
る
こ
と
は
、
防
災
力
を
高
め
る
こ
と
」
を
テ

ー
マ
に
、
４
歳
か
ら
小
学
校
低
学
年
程
度
の

お
子
さ
ん
が
ご
家
族
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が

ら
、
日
頃
の
生
活
力
・
い
ざ
と
い
う
時
の
防
災

力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
『
家
庭
の
防

災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
作
成
し
ま
し
た
。
防
災

と
い
う
と
家
具
の
固
定
や
非
常
持
ち
出
し
袋

を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
も

し
も
の
備
え
が
大
切
な
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
日
常
の
生
活
の
延
長
線
上
に
災
害
時
に

役
立
つ
力
が
あ
り
、
子
ど
も
の
生
活
力
を
高

め
る
こ
と
が
防
災
に
繋
が
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
楽
し
く
取
り
組
み
な
が
ら
日
頃
の

暮
ら
し
を
考
え
、
地
域
の
力
を
高
め
る
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
身
に
つ
け

る
べ
き
福
祉
力
や
防
災
力

に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ん
と
共
に
考
え
、
悩
み

な
が
ら
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め

に
、
一
歩
ず
つ
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。（
寄
稿
）

ふだんのくらしの中で災害時にも役立つ力を
育み、支えあう地域を目指して

▲七ヶ浜町世代間交流事業での防災クイズ
	「問題です。水無しでも使えるシャンプーがある。〇か×か？」

▲家庭の防災ハンドブック
　「おうちで、みんなで、ふだんのくらしに+１（プラ
　ス・ワン）」

▲実践者向け勉強会も開催しています

子どもの力は
地域の力

一般社団法人コミュニティ・４・チルドレン

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
ご
本
人
や
、
ご
家

族
、
親
権
者
、
代
理
人
、

職
員
な
ど
の
関
係
者
よ
り
相
談
を

受
け
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ

る
秘
密
は
守
り
ま
す
。

　
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
解
決

の
対
応
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

Ｃ４Ｃの活動紹介　https://www.community4children.com/

い
ろ
ん
な
サ
ー
ク
ル
が

皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お問い合わせ
いきいきSUNクラブ事務局
電話　022（223）1171

ＡＡ

▲文化祭ステージ発表（平成29年3月29日）

▲文化祭作品展示（平成29年3月29日）
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